記入例

様式第１号別紙
事　　業　　計　　画　　書

１　申請者の概要
	名　称：株式会社〇〇〇〇
役職名及び代表者名：代表取締役　〇〇〇〇
住　所：〒〇〇〇〇　〇〇市〇〇

	連絡先
	電話番号
	○○○○
	FAX番号
	○○○○

	
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	○○○○

	
	担当者名
	（役職）○○○○
	（氏名）○○○○

	資本金(出資金)
	１，０００千円
	従業員
	○○○人　

	主たる業種
※製造業は中分類まで記載
	大分類：製造業
中分類：生産用機械器具製造業
	設立年月日
	○○年○○月○○日



２　従業員を派遣等する研修の概要
	(1) 研修の名称
	ＤＸ・デジタル化推進講座

	研修項目
(該当するものに○)
	①ＩｏＴ、ＡＩ、クラウド、ビッグデータ、ＲＰＡ、
　その他ＤＸを推進する人材育成研修（　　　　　　　　　　　　　　　　）
②カーボンニュートラル、ＥＳＧ、
　その他ＧＸを推進する人材育成研修（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※その他を選択した場合、（　）内に記載

	(2) 研修の主催者（所在地・連絡先）
	中小企業大学校 広島校

（広島県広島市西区草津新町1-21-5　TEL：082-278-4955）

	(3) 研修の開催場所
（県市町名）
	エールエールA館 6階Room5（広島市南区松原町9-1）

	(4) 研修予定期間
	令和７年６月２６日　から　令和７年６月２７日まで

	(5) 研修受講者
※外部講師招へい型は受講者全員を記載
	氏　名
	年　齢
	所属部署役職等

	
	○○　○○
○○　○○

	○○歳
○○歳

	総務課　課長
総務課　係長


	(6) 受講の目的と必要性（身に付けさせたい能力等）
	デジタル技術の進展が自社に与える影響を理解し、実際にデジタル技術を活用して成果を上げている中小企業の事例や最新のデジタルツールの活用方法を学ぶことで、自社におけるデジタル化に向けた取り組みにつなげたい。


３　補助事業に要する経費

　　（単位：円）

	経費区分
	予　算　額
	摘　　　　　　要

	
	補助事業に要する経費
	補助対象経費
	補助金交付申請額
	

	一般型
	受講料
	44,000
	40,000
	12,000
	※2名の場合

	
	教材費
	
	
	
	

	外部講師
招へい型
	謝金
	
	
	
	

	
	旅費
	
	
	
	

	合計
	44,000
	40,000
	12,000
	


※課税事業者は、消費税等を控除した額を補助対象としますので、研修費は消費税等を除いた額で記載してください。
４　支出内訳表（外部講師招へい型のみ記載）
（単位：円）

	経費区分
	積　算　内　訳
	補助事業に要する経費
	補助対象経費
	補助金交付申請額

	外部講師招へい型
	謝金
	
	
	
	

	
	
	小　計
	
	
	

	
	旅費
	
	
	
	

	
	
	小　計
	
	
	


※１　経費区分毎に補助事業に要する経費の全てを箇条書きで記載してください。
　※２　記載方法：単価（受講料、旅費など）や数量（人、日など）がわかるように記載してください。

